
















































1876（明治 9 ） 3 月 2 日、青森県東津軽郡小湊村（現平内町）に 3 男として生まれる
1882（明治15） 9 月、小湊小学校尋常科 1 年入学
1886（明治19） 9 月、高等科 1 年入学（1890年 7 月卒業）
1890（明治23） 9 月、東奥義塾入学
1892（明治25）
9 月、東北学院本科 3 年に転入（編入）（1894年 6 月卒業）
10月23日、仙台日本基督教会で受洗




9 月、シカゴ大学入学（1901年 8 月卒業）、ドナルドソン（H.H.Donaldson）に師事、動物学を専攻
1901（明治34） 9 月、シンシナチ大学生物学教室助手（1902年 7 月まで）、組織学および一般動物学の講義実験を分担
1902（明治35） 8 月、再びシカゴ大学大学院特待生として入学、動物学・神経学専
1903（明治36） 4 月、シカゴ大学の動物学および神経学の学位取得、同月シカゴ大学助手、比較神経学講座を分担
1904（明治37） 5 月、渡辺学園校祖渡辺辰五郎の 4 女鋠とシカゴの教会で挙式
1907（明治40） 10月、ペンシルバニア大学附属ウィスター研究所専任講師、生物学一般および神経学研究の指導を担当
1911（明治44） 12月、財団法人私立東京裁縫女学校商議員
1916（大正 5 ） ペンシルバニア大学附属ウィスター研究所助教授
1919（大正 8 ） 6 月、新設される東北帝国大学理学部生物学教室の設計・設備に関する調査を委嘱（1921年 2 月まで）
1920（大正 9 ）
1 月、ペンシルバニア大学附属ウィスター研究所教授









2 月、財団法人斎藤報恩会評議員を委嘱（1940年 5 月まで）
5 月10日、東北学院教会に入会




6 月、財団法人斎藤報恩会学術研究総務部長を委嘱（1940年 5 月まで）
1926（大正15）
太平洋学術協会評議員に委嘱（1950年 4 月まで）
7 月 9 日、ロックフェラー財団との人類生物学の学術研究提携を斎藤報恩会評議員会に提出し可決
1927（昭和 2 ） ウィスター研究所アドヴァイサリ・メンバーに推挙
1928（昭和 3 ）
6 月、高等官 1 等
11月16日、大礼記念章を受ける
Japanese Journal of Zoology の編集員となる
1929（昭和 4 ）
6 月、第 4 回太平洋学術会議日本代表としてオランダ領インド、ジャワ島に赴く
8 月、東北学院理事
Journal of Human Biology 編集委員会のメンバーとなる
1930（昭和 5 ） 5 月、勲 3 等瑞宝章を受章





3 月、日本学術振興会第 7 常置委員委嘱
4 月、第 5 回太平洋学術会議日本代表として北米・カナダに赴く
6 月、ブリティッシュコロンビア大学より名誉法学博士の称号を贈られる
12月、パラオ群島視察
1934（昭和 9 ） 6 月、日本学術振興会熱帯生物第11小委員会委員、兼パラオ熱帯生物研究所長
1935（昭和10）
5 月、アムステルダム万国生物学会に日本代表として参加、日本の動物研究の動向について講演





7 月、勲 2 等瑞宝章受章
1938（昭和13）
2 月28日、東北帝国大学退官
7 月 9 日、東北帝国大学名誉教授
1939（昭和14） 7 月、アメリカで開催の第 6 回太平洋学術会議日本代表として赴く
1940（昭和15） 8 月、紀元2600年祝典記念章を受ける

































































研究所に畑井を復帰させて欲しいと依頼したが、それに対し五島は 3 月 4 日の手紙で自分は畑
井を解任する何の権限も持っておらず、全ては畑井の自由意志に基づいて決定されるべきもの





















6 月 5 日、畑井はグリーンマンに対して手紙を送っているが、詳細は不明である。この手紙







ちらにきて、 1 年間日本に帰るというやり方はよくないと思っています」と、 1 年おきにウィ
スター研究所と東北帝国大学を往来して研究を行う方法には否定的な見解を述べた。そして最
後に、「我々の計画を推進」させるには 9 月 1 日までに研究所に戻るという「約束の手紙」を書
く必要があり、さらに12月にはフィラデルフィアに到着することが明記された「手紙」を10月
1 日までに受理しなければならない、そうでなければこの件は諦めなければならないと述べた。
































































4 月、動物生理学研究のためアメリカへ出張、19日横浜出帆、 6 月帰国
10月、北米へ出張、翌年 2 月帰国
1924（大正13） 10月、動物生理に関する特殊研究のため、アメリカに満 4 ヶ月出張、翌年 2 月帰国
1926（大正15） 3 月、ロックフェラー財団との交渉のためアメリカ出張、 7 月 8 日帰国
1927（昭和 2 ） 5 月 4 日、人類生物学教室教授人選のためアメリカに出張、 6 月26日帰国
1928（昭和 3 ） 6 月21日、南洋庁の委嘱によりパラオに出張、 8 月 5 日帰仙
1929（昭和 4 ） 6 月、第 4 回太平洋学術会議日本代表としてジャワ島に出張、18日神戸出帆、28日帰国
1933（昭和 8 ）




6 月、パラオ熱帯生物研究所長としてパラオに出発、 9 日出帆、10月18日帰国
1936（昭和11） パラオ出張














3 ． 2 ．外国人講師の招聘
3． 2． 1．ハンス・モーリッシュの招聘









リッシュは 1 年目は植物解剖学、 2 年目には植物生理学の授業を行った43）。モーリッシュは週
2 時間の講義のうち、 1 時間は生理の説明で、後の 1 時間は顕微鏡を10台ほど並べて実物のデ
モンストレーションが行われたが、「生命の起源」、「植物の発光」、「硫黄バクテリア」、「根瘤バ







　 　先生の日本滞在 2 年余の間に二つの大きな業績が生れました。その一つは  


































































番号 氏名 大学 専門分野 着任時期
1 ルブランク（T. J. Le Blanc） シンシナチ大学 人類生物学 1928（昭和 3 ）年 3 月
2 コフォイド（C. A. Kofoid） カルフォルニア大学 原生動物学 1930（昭和 5 ）年 4 月
3 チャイルド（C. M. Child） シカゴ大学 実験動物学 1930（昭和 5 ）年10月
4 マックレンドン（J. F. McClendon） ミネソタ大学 生化学 1932（昭和 7 ）年 4 月













3 ． 3 ．浅虫臨海実験所の設立と整備
畑井は東北帝国大学着任後、臨海実験所の適地について調査を進めていた。実験所の設置条
件として畑井が挙げたのは、生物学上必要な資料が豊富で採集地が変化に富むことは「当然」





























































言われているが、神保は生物学教室 1 期生10人の中の 1 人である。実験所の「門戸開放」を主
東北大学史料館紀要　第13号（2018. 3 ）24
張した畑井の薫陶を受けた神保であったからこそできたことだといえるのではないだろうか。



































































4 ） 畑井新喜司「東北大学入学当時の思い出」『東北学院時報』第170号，1952，p.2. 本稿では東北学院のホー
ムページに掲載されている『東北学院時報』を参照した。
5 ） 蝦名前掲書，p.209. 以下畑井のキリスト教徒としての記述は同書 pp.207-209. による。
6 ） 新谷武衛「畑井先生のご業績の一端をしのぶ－主として事業面から－」『東北生物学同窓会会報』復刊第
11号畑井先生追悼号，1963，p.4. 東北学院時代の同期である鈴木重久、山川丙三郎の述懐による。なお、





8 ） 蝦名前掲書，p.53. 原文は『東北学院時報』第43号，1921，p.4．












21） 同上，p.24. 以下 4 月26日の手紙の内容は同書簡集 pp.24-25. による。
22） 同上，p.20.
23） 同上，p.21.
24） 同上，p.26. 以下 7 月 5 日の手紙の内容は同書簡集 pp.26-28. による。
25） 同上，p.29. 以下 9 月 5 日の手紙の内容は同書簡集 pp.29-30. による。
26） 同上，p.31. 以下 9 月28日の手紙の内容は同書簡集 pp.31-32. による。
27） 同上，p.33. 以下12月 8 日の手紙の内容は同書簡集 p.33. による。
28） 同上，p.35. 以下12月26日の手紙の内容は同書簡集 p.35. による。
29） 同上，p.36. 以下1923（大正12）年 2 月 3 日の手紙の内容は同書簡集 p.36. による。























46） 新谷前掲文，p.19. 以下ロックフェラー財団に関する記述は、特に注を記さない限り同文 pp.19-20. による。

























61） 新谷前掲文，p.12. 以下農業研究所についての記述は同文 p.12. による。
